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北海道新聞社　営業局

未来のきみに贈る歌（#ミラ歌）

◉広告主	 ������������ティーバイティーホールディングスほか50社
◉掲載状況	 ���������2020年11月2日、11月12日（夕刊）、11月

19日、11月26日、12月8日、12月10日（夕
刊）、12月24日、12月27日、2021年2月28
日、3月1日、3月21日、4月1日/全15段、全
7段、全5段、雑報、カラー・モノクロ

◉広告活動	 ���������テレビ、ラジオ、インターネット、ユーチューブ、ツ
イッター、インスタグラム、チラシ、ポスター、OOH
メディア、イベント、高校３年生への新聞とギフトカー
ドの配布

◉企画	���������������北海道新聞社
◉制作	���������������カゼソラ、森川瞬、REACTOR

◉企画の概要と選定理由
コロナ禍で思い描いた学校生活を送れなかった道内の高校３年生を励ます
ため、教育界などと連携してチャリティープロジェクトを展開した。高校生が
提供した思い出の写真や映像を基に、地元出身のロックバンド「ＧＬＡＹ」
による「未来のきみに贈る歌（#ミラ歌）」ミュージックビデオ４作品を公開す
るとともに、高校生の写真と道内ゆかりの著名人のメッセージを掲載した広
告特集を本紙で展開した。ビデオと紙面はギフトカードと共に道内全ての高
校３年生４万１０００人に贈られた。多くの道内企業・団体の協賛を得た取り
組みは、テレビやラジオ、ＳＮＳなど多くの媒体やイベントを通じて紹介され、
生徒たちが次のステージに向かう契機となった。新聞社の総合力を発揮し
た広告活動として高く評価された。

道央篇

道北・道東篇

全道篇

道南篇
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河北新報社　営業局

企業のチカラ×東北の未来

◉広告主	 ������������アサヒグループホールディングス、キリンビール、
KDDI、サントリーホールディングス、積水ハウス、
大和ハウス工業、中小企業基盤整備機構、東日本高
速道路、富士通、宮城県建設業協会、ロート製薬

◉掲載状況	 ���������2021年4月27日/別刷り（20ページ）、カラー
◉広告活動	 ���������シンポジウム（協賛社プレゼンテーション、有識者パ

ネルディスカッション。発行1か月前に実施）、特設
ウェブサイト（協賛社プレゼンテーションとパネルディ
スカッションの動画配信、紙面PDFの掲載）

◉企画	���������������河北新報社営業局
◉制作	���������������南北社
◉扱い	���������������電通、電通東日本、博報堂DYメディアパートナー

ズ、伸和エージェンシー、河北アドセンター、第一
エージェンシー、東北博報堂

◉企画の概要と選定理由
東日本大震災から１０年の節目に、被災地の復興に尽力してきた企業・団
体の取り組みを２０ページにわたる別刷り特集で紹介した。「企業・団体が
主役」をコンセプトに、広告主の復興支援活動を記事体広告で分かりやす
くまとめた紙面に加え、シンポジウムの開催や特設ウェブサイトで立体的に展
開することで、見えにくい企業・団体による地域への貢献活動を可視化し、
広告主と地域社会をつなげる役割を果たした。震災からの復興という地域
や住民にとって重要かつ切実なテーマを、新聞広告を中心に未来志向で的
確に捉えた企画力が高く評価された。
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下野新聞社　営業局

下野新聞認知症カフェプロジェクト

◉広告主	 ������������栃木県内の企業・団体・病院・施設など48社 
◉掲載状況	 ���������2020年9月21日、9月25日、10月1日、10

月8日、10月19日、10月20日、10月21日、
10月30日、11月1日、11月21日、12月21
日、2021年 1月21日、3月21日、4月30日、
5月21日/二連版全30段、全30段、全15段、
全5段、カラー

◉広告活動	 ���������インターネット、イベント、PRグッズ配布、リサイズ
チラシ

◉企画	���������������下野新聞社営業局
◉制作	���������������下野新聞社営業局、くさか里樹、SPLASH、アル

ファ・クリエイト、fabrica tres 

◉企画の概要と選定理由
今や誰もが無縁ではなくなった認知症を知ることで、不安や恐怖、偏見をな
くし、発症しても自分らしく生きることの大切さを啓発するキャンペーンを新聞
広告を起点に実施した。ポジティブなキャッチコピーとオレンジを基調にした
明るいビジュアルで、ＡＲ（拡張現実）動画や識者のコメントも交えるなど、
深刻なテーマである認知症の問題を前向きに捉えた。紙面に加え、啓発イ
ベントの開催やウェブとの連携で立体的かつ継続的に展開し、多くの新規
広告主からの協賛を得ることに成功した。認知症という国民的課題に対す
る新聞社の取り組みの見本となる企画力が高く評価された。

32 33



Newspaper Advertising Prize 2021 Newspaper Advertising Prize 2021

新聞広告賞■ 

新
聞
社
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門

新
聞
社
企
画
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
▼
新
聞
広
告
賞

信濃毎日新聞社　広告局

実験ARおうち花火大会

◉広告主	 ������������養命酒製造、スカパーJSATグループ
◉掲載状況	 ���������2020年8月15日/ラッピング全60段、カ

ラー
◉企画	���������������信濃毎日新聞社広告局、電通
◉制作	���������������電通、CPU direct、アタリ、ビー・クス
◉扱い	���������������電通

◉企画の概要と選定理由
新型コロナウイルスの影響で長野県内各地の花火大会が中止となる中、
最新のＡＲ（拡張現実）技術を活用し、紙面上で臨場感ある諏訪湖
の花火大会を楽しめる広告を掲載した。特定のアプリ等を必要としない
仕組みを用いたことで、幅広い年代の読者に花火の映像を楽しんでも
らうことを実現した。紙面のみの告知にもかかわらず、ＳＮＳへの投稿は
広告掲載後３日間で６万件、インプレッションは３７９２万件を記録、テレ
ビの情報番組等で幅広く取り上げられ、新聞の販売・購読にも貢献し
た。新聞が持つメッセージ性とＡＲによる娯楽性を巧みに融合させ、誰
もが容易に観覧できる新たなイベントの楽しみ方を提案した広告企画と
して高く評価された。

AR花火のイメージ
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2020平和企画
長崎新聞社　メディアビジネス局

◉広告主	 ������������長崎市など28社
◉掲載状況	 ���������2020年7月30日、7月31日、8月1日、8月

2日、8月3日、8月4日、8月5日、8月6日、
8月7日、8月8日、8月9日、9月21日/ラッ
ピング全60段、二連版全30段、全5段、雑報、
カラー

◉広告活動	 ���������長崎新聞社ホームページに特設サイトを設けて、自
宅や全国のコンビニで紙面データの出力を可能にし、
「#8月9日に想像したこと」とハッシュタグを付け
てSNSでの投稿を呼びかけ

◉企画・制作	�������長崎新聞社、電通、電通九州長崎支社
◉扱い	���������������複数

◉企画の概要と選定理由
コロナ禍の中、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典が参加者を制限しての
開催となったことを受け、紙面上で祈りの場を提供する広告企画を展開した。
式典当日のラッピング広告紙面で、会場である平和公園の石畳を写真により
原寸大で再現、紙面で「気づき」、その上で黙とうをささげる「行動」、被
爆者の願いや核兵器のない未来に思いをはせる「想像」を読者に促した。
ＳＮＳやネットメディアで話題になるとともに、修学旅行で長崎訪問を予定して
いた中学校が平和学習の教材とするなど、さまざまな波及効果をもたらした。
被爆地の地元紙として、紙の特性を生かした斬新な発想で、「想像力は最
大の抑止力になる」という平和への強い願いを発信した広告活動として高く
評価された。
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